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　去る９月１日，平成21年度第42回
の三木記念賞（社会部門）を受賞い
たしました．ご推薦いただいた千葉
喬三学長並びに直接推挙していただ
きました鹿田地区の関係者の皆様に
は厚くお礼申し上げます．この賞の
名前の由来である故三木行治先生に
ついては，年配の方々はよくご存じ
と思いますが，若い人には余り馴染
みが無いかと思いますので少し説明
させていただきます．まず，岡山県
のホームページから抜粋しますと以
下のような趣旨が載せられています．
　「故岡山県知事三木行治氏は，昭
和39年に日本人として初めて，アジ
アのノーベル賞と
いわれているマグ
サイサイ賞を受賞
されましたが，この
受賞は全県民の協
力の賜物であるの
で，これを郷土の発
展に役立てたいと
の考えから，受賞金
の全額を県に寄付
されました．
　県では，氏の私な
き献身の精神と業
績を末長く称え，遺
志を引き継ぐため，この寄付金と県
民からの浄財とによって昭和40年に
岡山県三木記念事業基金を設置しま
した．
　その運用によって，昭和43年から
公共奉仕の精神をもって地域社会の
発展に貢献した者を顕彰し，又は助
成する岡山県三木記念事業を実施し
ており，平成21年度で第42回を迎え
ました．」
　この様な趣旨で運営されている賞
ですが，もう少し詳しく説明させて
いただきます．まず，今回の受賞を
機に，故三木行治先生の追悼文集「私
なき献身―三木行治」を取り寄せて
読んでみました．先生は明治36年に
岡山市畑鮎でお生まれになり，両親
は早くして亡くなられたため純朴な
継母に育てられ，大正14年に第六高
等学校から岡山医科大学に入学され
昭和４年に卒業されて，そして第一
内科（稲田内科）に入局されていま
す．その後，診療所などの医師とし
て働きながら，医療政策とくに当時
の我が国の結核行政に関心を持た
れ，その方面の勉強をすべく昭和６
年九州大学法文学部に入学され，診
療を続けながら昭和９年に卒業され
ています．
　追悼集には，小学生の時はずっと
級長で成績はずば抜けて良く，また
温和な性格であり喧嘩嫌いで調停役
であったと書いてあります．第六高
等学校を４年で修了し，岡山医科大
学に進まれたがやはりクラスの総代
で通し，後には全学生の総代になっ
て周りの世話をする役割だったとの
ことです．昭和４年３月の卒業式の
総代としての答辞は，教授や学生に
感銘を与えた名演説であったとかか
れています．私に興味有る記録は，
学生時代に三朝の温泉研究所の開設
に関わり三朝町から１万坪の土地を
寄付させたのは，三木先生の理論闘
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争によるところが大きかったとの記
事です．また，内科医局に入ってか
らは，三木先生の祖父の出身地とい
うことで香川県の本島に，やはり土
地の寄贈を受け岡山大学医学部附属
病院の分院を作られています．これ
らのことは学生の頃とまだ医師にな
ったばかりの頃の三木先生の業績で
す．医師になってからも，医は仁術
を地でいったような人で，自分が大
学病院に紹介した患者の費用を払っ
たり，自分の金が無くなれば時計を
出して，患者に与えたりされたとの
ことです．この様に全く所有欲の無
かった人であったとも書かれていま
す．
　昭和14年厚生省に入られ，昭和23
年から公衆衛生局長として厚生省の
職員の期待を集め人望も厚かったよ
うで，次官候補に上げられており，
地元岡山からの知事立候補への要請
が有ったものの厚生省への慰留の声
も強く，慰留の決議文など有ったよ
うです．しかし，岡山の地元からの
再三の強力な要請で，昭和26年46歳
の時に知事に当選し岡山に帰ってこ
られています．
　以後は，岡山県の名知事として活
躍され，水島工業地帯の誘致，空港
（岡南空港）の設置，児島湖堤防完
成，農業や酪農の振興，県庁舎の建
設，岡山国体の開催など数限りない
が業績ですが，医師であったことか
ら医療福祉分野への貢献も多数有り
ます．全国に先駆けての実施した胃，
肺などの住民検診は大きな成果を上
げ，岡山は福祉の充実した県として
全国に認められてきました．このお
かげで私たち医師は，胃，肺などの
早期のがんを治療することが出来，
多くの患者さんを救命することが出
来ました．フローレンス　ナイチン
ゲールの誕生日の５月12日を病院の
日と定められたのも三木先生の発案
であり，現在では全国でこの日を病
院の日とし各種の行事が行われてい
ます．また，昭和36年には開眼運動
を起こされ，県下にアイバンクを設
置し自ら第１号の登録者となり，先
生の死亡されたときには，先生の角
膜が二人の女性に移植されました．
先生が亡くなられたのは丁度私が医
学部３年生の時の昭和39年９月であ
り，午後の授業の合間に，今日三木
先生の病理解剖が行われているとい
うのを聞いた記憶があります．その
前年の秋のケネディ暗殺がはじめて
の日米衛生中継で届いたのを学園祭
の最中にきいたことと共に，今でも
強い記憶に残っています．
　三木先生の追悼集には，高名な方
のみならず身近な人や先生にお世話
になった方々の追悼文が数多く載せ
られていますが，特に三木先生が何
かに付けお世話された方々の文は，
読むほどに目頭の熱くなるものが数
多くあります．診療所で一緒に働い
た看護婦さん，公衆衛生局長をされ
ていた時に届いた厚生省への手紙か
ら縁となり，岡山県知事になっても
長年お世話をされた結核の患者さ
ん，田舎から朝日高校に入学できた
が貧しくて学業が続けられないため
世話になった女子学生の文など，高
名な人たちの追悼文とともに胸を打
ちます．
　追悼集の巻頭頁には，三木先生の
笑顔の写真と共に，愛唱されていた
ウイリアム　ブレークの詩が載って
います．「ひとの悩みを　見殺しに，
悲しまないで　おれようか，ひとの
嘆きを　見殺しに，いたわらないで　
すませるか，落ちる涙を　見すまし
て，悲しみもせず　おれようか」．親
しい人の前ではごく自然に，この詩
を口ずさまれていたということで
す．県知事としての大きな役割の背
景には，医師としての深いヒューマ
ニティが浸みこんでいたのでしょう．
　今回の受賞を機に，集まった資料，
いただいた本や写真などにより故三
木行治先生の業績を僅かでも知るこ
とができ改めてその偉大さに驚いて
います．また岡山衛生会館の三木ホ
ールのロビーには，故三木行治先生
の遺品が展示してありますが，生涯
清貧を貫かれた先生らしい質素な遺
品とマグサイサイ賞のメダルが展示
されております．
　歳月とともに，故三木行治先生の
「私なき献身」の言葉と偉業が，少
しずつ薄れて行くことがないように
と願うばかりです．
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